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1920～1923（大正 9～12）年のあいだに、農商務省が 1885（明治 18）年前後に各地で収集した大量
の農書類や地方文書を大量に筆写している［一橋経済研究所付属社会科学統計情報研究センター編














































































































































































































































（ 2）本論では、アチックミューゼアム彙報ではなく『日本常民生活資料叢書』の第 15巻［渋沢 1972a］、第 16巻
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